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●議員としての主な役職 

●福祉文教常任委員会副委員長 

●邑楽館林医療事務組合議会議員 

●大泉町外二町環境衛生組合議会議員 

●西邑楽土地開発審議委員会委員 

●議会だより編集委員会委員 

●議会活動（課題を把握し町執行部に提言するための先進地行政視察） 

 ○島根県出雲市･････がん対策事業について 

 ○埼玉県戸田市･････子育て支援事業について 

 ○北海道岩見沢市･･･岩見沢市立総合病院の運営について 

 ○三重県亀山市･････少人数教育推進事業について 

 ○三重県玉城町･････元気バス事業の取組について 

田辺のぶお後援会報 

                      大泉町議会議員 田辺のぶお    

成熟した幸せな町づくりを目ざして 

 春とは名ばかりの寒い日が続きますが、お変わりなくお過ごしのことと思い 

ます。みなさまには、日頃よりご支援ご指導いただき心より感謝申し上げます。 

 さて、昨年の３月１１日に発生した東日本大震災では、多くの方々が犠牲に 

なり被災されました。想像を絶する自然災害に加え福島原発の事故が重なり、 

その惨状にはただただ心が痛むばかりです。被災地が一日も早く復旧復興し、 

被災された方々が早く元通りの平穏な生活に復帰できますようお祈り致します。 

 一方、経済情勢に目を向けますと、リーマンショック以来の景気の長期低迷 

に加えて、東日本大震災、歴史的な超円高、タイの大洪水、ユーロ危機等によ 

り、日本経済は深刻な影響を受けています。大泉町の財政も厳しい状況下にあります。 

そんな中、昨年ブータン国王夫妻が来日し、経済指標よりも国民の幸福感を優先する国民総幸福量

（Gross National Happiness, GNH）という尺度が紹介されました。これは、かつて多くの日本人が備え

ていた資質であり、美徳でもあった生き方『少欲知足』に通じるものがあります。 

これからの大泉町は、大胆な発想による町政の推進とともに、自助・共助・公助のバランスのとれた町

づくりや、無理やムダをなくして経費を節約し、町民の切実な要望にはしっかり応える行政、そして、町

民の多くが幸せと感じる町づくりが求められていると思います。 

私は、今年５月で議員生活４年目になりますが、これからも、みなさまに付託された立場であることを

忘れず、使命感をもって活動していきます。変わらぬご支援ご指導のほどよろしくお願い致します。 

 

新潟県旧山古志村 



田辺のぶお後援会 会長あいさつ    小 沼 唯 二 
 前会長の坂本敏明氏が名誉会長に就任されたのに伴い、新たに田辺のぶお後援会長に

就任した小沼唯二です。どうぞよろしくお願い致します。 

 さて、過日の上毛新聞に、俳優の渡辺謙さんが、東日本大震災を主要議題の一つに掲

げたスイスのダボス会議で、スピーチを行ったことが紹介されていました。 

渡辺さんは、「行き場を失った人々に残ったのは、人が人を救い、支え、寄り添う絆

の文化だった」と、絆の大切さを強調しています。この記事を読んで私の脳裏に浮かん

だのは、田辺のぶお君が庵主となっている「懐古庵」の存在でした。 

懐古庵は、彼が住職を努める宝寿院の別院として、古民家を改修し、寺の行事用と

してだけでなく、広く地域住民のコミュニティーの場ともなっている施設です。 

まさに、絆の文化を育む場になって欲しいという、彼の思いが伝わってくるのです。こうした思いが彼のバ

ックボーンにあって、「地域のために何ができるか」、「町づくりや教育の充実に貢献できないか」を自問自答し

ながら、３０年間続けた教職を途中で辞して政治の世界を目ざしたことを、私はよく知っています。 

『政治家は志』、『政治は人なり』と私は思います。そんな田辺のぶお君を、３年前に大泉議会に送り出すこ

とができたのは、ひとえに皆さまのお力添えの賜であり、支持者一同の喜びとするところですが、新人議員と

して期待以上の活躍をしている彼の後援会長として、私は、その責任の重さを改めて痛感しています。 

「組織は人なり」、１人より２人の力、２人より１０人の力、結束力をもって田辺のぶお後援会を盤石なものに

していきたいと考えています。絶大なるご支援ご協力を切にお願い申し上げましてご挨拶とさせて頂きます。 

 

■議会での一般質問内容（一部） 

※所属する常任委員会（田辺のぶおは福祉文教常任委員会）関連の内容は質問できないきまりがあります。 

○未整理地区の道路・生活環境整備について 

未整理地区の狭隘な道路、不充分な生活環境整備の現状についての認識と対応の方針について質問 

○自然環境の保護と活用について 

  町内に残る雑木林等の緑地の保護と里山公園として活用するよう提言 

○町づくりと観光の振興について 

  埋もれた歴史の掘り起こし（小泉十六氏等）を軸とした町づくりや観光振興の方策について提言 

○町の活性化に向けた構想について 

多角的な互恵関係を主眼とした国内姉妹の提携について提言 

（大泉町と歴史的に深い関係にある栃木県小山市・茨城県結城市を対象として） 
 

田辺のぶお生活環境改善活動の取り組み事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

東日本大震災救援・支援活動（岩手県陸前高田市 煮ぼうとうの炊き出し H23.4.13） 

 

 

  

公道上の障害建造物撤去 歩行困難な通学路の改修 狭い道路の拡幅

( 

震災後間もない陸前高田市内 


